
　

田
場
は
、
父
盛
政
、
母
カ
メ
の

三
男
と
し
て
、
浦
添
間
切
当
山

（
現
浦
添
市
当
山
）
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
首
里
系
士
族
の
出
身
で
、

生
活
は
困
窮
し
て
い
ま
し
た
が
、

代
々
続
く
学
問
的
素
養
の
あ
る
家

庭
環
境
で
育
ち
ま
し
た
。
浦
添
尋

常
高
等
小
学
校
（
現
浦
添
小
学

校
）
に
通
い
、
そ
の
後
県
立
第
一

中
学
校
（
現
首
里
高
校
）
に
入
学

し
ま
す
。

　

四
年
生
の
半
ば
ま
で
浦
添
で
過

ご
し
、
そ
の
後
一
家
が
恩
納
村
に

引
っ
越
し
た
た
め
、
首
里
に
下
宿

し
て
学
業
を
続
け
ま
し
た
。

　

第
一
中
学
校
在
学
当
時
か
ら
田

場
の
語
学
力
は
秀
で
て
い
て
、
浦

添
か
ら
首
里
ま
で
の
登
下
校
中
は
、

語
学
の
教
科
書
と
辞
書
を
片
時
も

離
さ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
曜
日
に
は
庭
先
の

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
で
涼
を
取
り
な

が
ら
大
声
で
英
単
語
を
練
習
し
て

い
た
の
で
、
当
時
、
英
語
に
耳
慣

れ
な
い
地
元
の
人
た
ち
か
ら
は

「
田
場
の
学
ブ
ラ
ー
（
学
問
狂

い
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
一
中
学
校
を
卒
業
後
は
東
京

外
国
語
学
校
（
現
東
京
外
語
大

学
）
に
入
学
し
、
第
二
学
年
在
学

中
の
22
歳
の
時
に
、
難
関
の
外
務

書
記
生
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

ま
た
、
外
務
書
記
生
在
職
中
に
は

外
交
科
予
備
試
験
に
も
合
格
し
て

い
ま
す
。

　

最
初
の
任
地
は
福
州
総
領
事
館

で
、
そ
の
後
は
香
港
、
ア
モ
イ
、

外
務
大
臣
秘
書
官
房
室
、
漢
口
総

領
事
館
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１
９
２
５
年
に
依
願

退
職
し
、
約
８
年
間
の
本
省
外
交

官
生
活
を
終
了
し
ま
す
。

　

田
場
は
、
退
職
後
の
１
９
２
６

年
に
尚
家
の
御
屋
敷
（
東
京
都
）

に
勤
め
て
い
た
奥
原
貞
子
と
結
婚

し
ま
す
。
翌
年
に
は
上
海
日
本
商

務
官
事
務
所
に
嘱
託
と
し
て
勤
務

し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
得
意
な
語
学
力
と

才
能
を
認
め
ら
れ
て
、
中
国
南
部

を
視
察
に
来
た
松
岡
洋
右
（
後
の

外
務
大
臣
）
の
秘
書
役
と
な
り
、

行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。
松
岡
は

そ
れ
以
来
、
田
場
氏
を
高
く
評
価

し
、
何
度
か
激
励
の
手
紙
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

１
９
３
３
年
、
田
場
は
建
国
間

も
な
い
満
州
国
の
外
交
部
入
り
を

松
岡
洋
右
に
求
め
ら
れ
、
住
み
慣

れ
た
上
海
を
後
に
し
ま
す
。

　

満
州
国
外
交
部
で
の
任
務
は
文

化
宣
伝
担
当
で
、
英
文
の
新
聞
、

雑
誌
を
編
集
し
て
各
国
に
送
付
し
、

満
州
国
承
認
の
気
運
を
高
め
る
宣

伝
業
務
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

田
場
氏
は
冀
東
防
共
自
治
政
府

成
立
１※

の
翌
年
、
満
州
国
外
交
部

か
ら
駐
冀
東
通
州
特
派
員
公
署
に

弁
事
処
副
処
長
と
し
て
派
遣
さ
れ

ま
す
。
当
時
、
中
国
北
部
の
情
勢

は
危
険
と
判
断
し
、
妻
子
を
新
京

（
現
中
国
東
北
部
長
春
市
）
に
残

し
て
通
州
へ
単
身
赴
任
し
ま
し
た
。

そ
の
任
務
は
「
あ
る
種
の
重
要
工

作
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
州
事
件
２※

は
、
抗
日
運
動
が

高
ま
り
を
見
せ
る
中
で
起
こ
り
ま

し
た
。
田
場
は
、
公
署
内
で
応
戦

し
ま
し
た
が
、
体
内
に
十
数
発
の

弾
丸
を
受
け
て
殉
職
し
ま
す
。

　

１
９
３
７
年
７
月
29
日
午
前
３

時
過
ぎ
の
こ
と
で
し
た
。

　

享
年
42
歳
。
「
正
義
派
で
力
量

あ
る
外
交
官
」
と
い
う
評
価
を
受

け
な
が
ら
、
そ
の
豊
か
な
才
能
を

無
念
の
う
ち
に
「
不
幸
な
時
代
」

に
沈
め
ら
れ
た
田
場
の
最
後
は
悲

劇
的
な
も
の
で
し
た
。

　

１
９
３
７
年
８
月
、
亡
骸
は
満

州
国
葬
の
後
、
田
場
の
母
が
住
む

那
覇
市
に
移
さ
れ
、
県
を
挙
げ
て

出
迎
え
ら
れ
ま
す
。

　

25
日
に
は
那
覇
市
葬
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
、
約
千
名
の
参
列
者
が

田
場
の
死
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

本
市
の
当
山
小
公
園
に
は
「
田

場
盛
義
顕
彰
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
市
民
が
田
場
の
足
跡
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
山

地
域
の
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
今

年
の
３
月
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。

冀
東
防
共
政
府
（
※
１
）

　

１
９
３
５
年
11
月
25
日
、
関
東
軍

の
土
肥
原
賢
二
少
将
に
よ
っ
て
、
冀

東
非
武
装
地
帯
に
、
親
日
派
の
殷
汝

耕
を
主
席
と
し
て
成
立
。
中
国
北
部

へ
の
日
本
経
済
進
出
、
抗
日
運
動
を

阻
止
す
る
た
め
の
日
本
軍
の
傀
ら
い

政
権
だ
っ
た
。

通
州
事
件
（
※
２
）

　

１
９
３
７
年
７
月
29
日
、
盧
溝
橋

事
件
で
日
中
両
軍
が
衝
突
し
て
間
も

な
い
頃
に
起
き
た
事
件
。
冀
東
防
共

自
治
政
府
の
所
在
地
で
あ
っ
た
通
州

で
、
冀
東
政
権
保
安
隊
約
三
千
名
が

反
乱
を
起
こ
し
、
通
州
在
留
の
邦
人

（
朝
鮮
人
を
含
む
）
、
日
本
守
備
隊
、

特
務
機
関
、
満
州
国
特
派
員
公
署
が

襲
撃
さ
れ
、
警
察
署
全
署
員
と
在
留

邦
人
約
1
8
0
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

き
と
う

　

沖
縄
初
の
外
交
官
が
浦
添
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か
。故
・
田
場
盛
義
氏（
１
８
９
４
〜
１

９
３
７
年
）は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
激
動
の
時
代
に
、
そ
の
秀
で
た
語
学
力
を
い
か
し
て
中
国
で
活
躍
し

た
人
物
で
、
通
州
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
42
歳
の
若
さ
で
殉
職
し
ま
し
た
。本
特
集
で
は
、
田
場
氏
の
波
乱
に

満
ち
た
生
涯
を
紹
介
し
ま
す
。（
※
敬
称
は
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。な
お
、
本
文
は
、「【
沖
縄
初
の
外
交

官
田
場
盛
義
履
歴
書
】又
吉
盛
清
編
著
2
0
0
3
年
」を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。）

学
ブ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
た
少
年

ガ
ク

沖
縄
初
の
外
交
官

上
海
で
の
生
活

地
域
の
誇
り
と
し
て

無
念
の
殉
職

満
州
国
外
交
官
時
代

田場の生家跡近くに建て
られた顕彰碑

浦
添
市
市
制
40
周
年
記
念
特
集

沖
縄
初
の
外
交
官 

田
場
盛
義
の
生
涯

ぎ

せ
い

ガ
ク

が
ら

い
ん 

じ
ょ

こ
う

か
い

浦添市のあゆみ

7月　浦添市、市制施行（村から市へ） 
初代市長に又吉盛一氏就任

3月　市人口８万人目達成
4月　浦添警察署開署

沖縄国際センター開所
市立図書館開館

5月　若草児童センター開所

１９７０年（昭和４５年）

4月　牧港小学校開校
浦添市福祉事務所設置

１９７３年（昭和４８年）

4月　内間幼稚園開園
11月　第１回浦添てだこまつり開催

１９７８年（昭和５３年）

4月　中央公民館開館
老人福祉センター開所

１９７９年（昭和５４年）

4月　浦城幼稚園開園
１９７５年（昭和５０年）

7月　車エビ養殖場完成
１９８６年（昭和６１年）

2月　第10代市長に
儀間光男氏就任（～現在）

２００１年（平成１３年）

1月　宮城ヶ原児童センター・保育所完成
3月　いなんせ斎苑供用開始
4月　メディカルインフォメーションセンター開所
6月　排ガス高度処理・溶融施設完成
11月　浦添市美術館入場者１００万人達成

２００２年（平成１４年）

1月　浦添市ハンドボール王国都市宣言
天皇・皇后両陛下浦添市役所ご来訪
国立劇場おきなわ開場

4月　浦城っ子児童センター開所
5月　浦添市民相撲場完成

２００４年（平成１６年）

2月　市産業振興センター・結の街
供用開始

3月　玉城朝薫の墓、ようどれ修復完了
浦添グスク・ようどれ館開館

4月　市かりゆしセンター完成

２００５年（平成１７年）

2月　「浦添市教育の日」制定
6月　市てだこホール（小ホール）開館
10月　てだこ市民大学開学
11月　市人口１１万人目達成

子どものまちてだこ宣言

２００８年（平成２０年）

1月　宮城っ子児童センター開所
消防緊急通信指令システム運用開始

5月　前田ユブシが丘児童センター開所
7月　市制施行４０周年

２０１０年（平成２２年）

4月　市てだこホール（大ホール）開館
5月　うらそえぐすく児童センター開所

２００７年（平成１９年）

3月　市地域包括センター設置
5月　市ファミリーサポートセンター開所

神森幼稚園新園舎・
森の子児童センター複合施設完成

6月　市障がい児放課後児童健全施設
「ひまわり学童」落成
海ぶどう養殖施設完成

7月　市地域職業相談室開所
10月　「絹織物織子育成事業」（うらそえ織）開始
11月　養蚕事業開始

２００６年（平成１８年）

1月　那覇港浦添ふ頭地区
公有水面埋立事業着工

3月　沖縄都市モノレール延長浦添ルート決定
4月　県内初の全国瞬時警報システム
「J-ALERT」運用開始
市立図書館が文部科学大臣表彰

２００９年（平成２１年）

1月　消防訓練塔完成
3月　港川共同調理場完成
4月　まちなと児童センター開所
12月　愛の声かけてだこの都市宣言

２００３年（平成１５年）

11月　愛知県蒲郡市と
友好都市提携

１９８１年（昭和５６年）

8月　牧港保育所完成
12月   浦城小学校開校

１９７１年（昭和４６年）

4月　仲西幼稚園開園
8月　内間保育所完成
9月　神森中学校開校

１９７２年（昭和４７年）

4月　青少年センター開所
5月　市民体育館完成

１９８７年（昭和６２年）

3月　公共施設管理公社創立
4月　前田小学校開校

前田幼稚園開園
9月　中国福建省泉州市と友好都市締結
11月　教育研究所開所

１９８８年（昭和６３年）

3月　印鑑登録オンライン開始
4月　内間児童センター開所
6月　市保健相談センター開所
8月　浦添城跡、国の史跡文化財指定

１９８９年（平成元年）

2月　第８代市長に宜保成幸氏就任
3月　消防庁舎完成
4月　福祉プラザオープン
8月　浦添市ハーモニーセンター完成
10月　浦添共同調理場完成

１９９３年（平成５年）

4月　浦西中学校開校
西原児童センター開所

5月　ごみ４分別収集開始

１９９２年（平成４年）

3月　浦添市民球場完成
4月　経塚児童センター開所

１９９６年（平成8年）

1月　第9代市長に宮城健一氏就任
7月　市庁舎行政棟完成

１９９７年（平成９年）

2月　市庁舎議会棟完成
4月　浦添市リサイクルプラザ「ドリーム２１」稼動開始

１９９９年（平成１１年）

2月　浦添市美術館開館
11月　人口9万人目達成

１９９０年（平成２年）

4月　浦添市在宅介護支援センター開所
１９９１年（平成３年）

2月　第1回浦添市生涯学習まつり
１９９４年（平成６年）

1月　ゴミの有料化実施
１９９５年（平成７年）

1月　市人口１０万人目達成
１９９８年（平成１０年）

2月　ヤクルトスワローズキャンプイン
２０００年（平成１２年）

7月　市民会館完成
11月　市歌・市民音頭制定
12月　市木・市花木・市花制定

１９７４年（昭和４９年）

4月　牧港幼稚園開園
9月　当山小学校開校

市基本構想策定

１９７６年（昭和５１年）

4月　当山幼稚園開園
9月　内間小学校開校
11月　水道部庁舎完成

１９７７年（昭和５２年）

4月　宮城小学校開校
沢岻小学校開校

12月　市民憲章制定

１９８２年（昭和５７年）

2月　住居表示制開始
4月　港川中学校開校
6月　市社会福祉センター完成

１９８４年（昭和５９年）

1月　市クリーンセンター完成
3月　宮城幼稚園開園

１９８３年（昭和５８年）

3月　港川小学校開校
港川幼稚園開園

6月　市人口７万人達成
12月　第４代市長に

比嘉昇氏就任
（第4～7代市長）

１９８０年（昭和５５年）

１９８５年（昭和６０年）

中国吉林総領事
在勤時の田場（1920年）

（5）広報うらそえ　2010年7月1日 2010年7月1日　広報うらそえ（4）


